






1 研究の目的 

広島県が昭和 56 年度から実施している心身障害児早期療育指導事業の実施体制や、一貫し

た健康管理システム確立のため、昭和 58 年度は「乳児健診の実施状況」、昭和 59 年度は「心

身障害児早期発見の現況」を調査研究した。 

本年度は、昨年度の調査研究の対象となった 347 名(昭和 57 年 1 月 1 日以降に出生し、昭

和 58 年 4 月 1 日から昭和 59年 3 月 31日までに、県立リハ・センター、広島市児童総合相

談センター、国立原病院で受診した者のうち、県立保健所管内に住所地を有する者)につい

て、障害確定等その後の状況を調査する。 


